
　次回学習会は次のとおりです。2月号を持って

　日時　３月８日（金）１８：３0～

　場所　国労小会議室

提起をします。そして、全国の労組の経験を紹介します。おわりに、「要求の求

れ、２３春闘から実践が広がってい」ると云い、２４春闘は「こんなに仲間が増え

て要求が前進した！」と言い合えるようにしようと訴えます。

静岡県労働者学習協会のブログをご覧ください。　　　http://shizuoka-gakkou.sub.jp/www/

（注）いつもの会議室です。お間違えのないように。

つ積み上げていく。その姿が労働組合への結集を強める原動力になる」と問題

心力での組織化と、仲間を増やして春闘をたたかうことが積極的に受けとめら

労働者の苦難が増してしまいます。」と指摘します。しかし、ストライキでたたか

（竹下武全労連事務局次長）を読合せしました。厚労省の２０２３年労働組合基

た。日本の労組は「大企業・正社員・男性中心」の構造です。「組織率低下は

礎調査の結果、２３年６月末の労組の組織率は１６．３％で、昨年より低下しまし

受けとめてもらえそうにないと思っているかもしれません。」「これまでの組合の

たたかい方が本気に見えないから距離をとっているかもしれません。労働者

一人ひとりがどのような困難を抱えているのか、一番の関心事は何かを対話を

通して理解し、その要求を実現するために労働組合ができることをひとつひと
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　労組の組織率過去最低を更新

組合員の関心に心寄せ結集を強めて

　お気軽にご参加ください。

う労組に注目と期待が集まり、労働者を励ましているとも云います。では、労働

者が労組に「関心がない（ように見える）のはなぜでしょうか。」と問いかけます。

　今回は、特集記事「要求の求心力で仲間を増やし、要求を実現するために」

労使関係におけるパワーバランスが資本の側を強くすることに働いてしまい、

「自分が今抱えている問題、困難さを言ってもいいのかわからない、あるいは



織率は１６．５％だ。」など、組織強化の課題をどう克服するのか。今後も考え実

践が求められます。

「・・・？」「三重県の話だが、ある労組でいくつか職場のある中で、一つの職場

支部の全員が脱退したと聞いている。」「何かの圧力があったのかな。」「幹部

請負的運営がされていて、一般組合員は『入っていても入らなくても変わらな

い』、との受止をしていたようだと報告があった。」「雇用者数は６千万人くらい

いるのか。」「組織率は公務員も入っているが、ここでの規模別組合員数は、企

業でと云っているので、公務員は入っていないと思う。」「ちなみに静岡県の組

　討論は今回時間が足りず、十分にできませんでしたが、次のような意見があり

ました。「『いったんは組合加入申込用紙に記入した新入職員が後日集団脱退

したという報告が各地から寄せられ』た、とのことだが、静岡でも聞いてるか。」


